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第３回策定委員会（書面開催）説明資料 

 

今回の協議会は、新型コロナウイルス感染症の影響のため、会合によらず、書面による会議へ

と変更させていただきました。 

回答書によりご意見をいただくにあたり、本説明資料をご参考としていただければと存じます

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

１ 板橋区障がい福祉計画等（素案）に対するパブリックコメント（案）について 

○ このたび、前回の策定委員会にて、委員の皆さまからご意見をいただいた計画の「素案」

について、パブリックコメントを実施しましたので、その結果をご報告いたします。 

○ パブリックコメントとは、区民参加推進規程に基づき、区の総合的な計画の策定・改定な

どを行う際に、事前に計画の案を公表し、期間を定めて区民の皆さまからご意見をいただき、

いただいたご意見を十分考慮して、最終的な意思決定を行う制度です。 

 

○ 資料には、パブリックコメントで寄せられたご意見と、それに対する区の考え方をまとめ

ております。 

○ 全体的には、計画の考え方を問うものや要望、具体的に困っていることについての意見が

多く、特に今回の計画において重点的なテーマとしている、発達障がいや就労支援、精神障

がい関連の意見が多くありました。 

○ いただいたご意見を十分考慮して、今後の取り組みを進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 

２ 計画の本編について 

 第２回策定委員会における素案の審議後、令和２年 11 月 11 日に、区議会健康福祉委員

会へ報告し、パブリックコメントの意見等を踏まえ、原案を調整しました。 

  以下、変更点を中心に説明します。 

 

《第１部 総論関係》 

Ｐ.２ 「新しい日常への対応」 

○ これまでの内外の会議体における協議・検討におきまして、新型コロナウイルス感染症

に関する記載の必要性に係るご意見をいただいたことを踏まえ、記載を追加しました。 

○ 障がい分野におきましては、感染症の影響により、サービスの提供や社会参加への対応、

障がいのある方を支える家族の負担に対する対応、障がいサービス提供事業者への支援の

必要性が課題として浮き彫りとなったところです。 

○ 課題を踏まえ、今後、ポスト・コロナを見据えた新しい視点による柔軟な対応を検討・

推進していくことで、計画の推進をめざしていく趣旨の記載を追加しています。 
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 Ｐ.６ほか コラムの追加 

○ 区における取組の紹介や、権利擁護に係る普及啓発等を図るため、余白ページなどを活

用し、コラムを掲載しました。 

○ 障がい者虐待や差別解消に関するもの、発達障がい者支援や就労支援に関する取組な

ど、８項目を掲載しています。 

 

《第２部 障がい者計画関係》 

Ｐ.38 地域生活支援拠点等の整備 

○ 地域生活支援拠点等の整備については、素案時点では、「今後整備し、対応を図ってい

く」内容の記述としていました。 

○ その後、地域生活支援拠点等の整備に係る検討を進めていく中で、令和２年度中に整備

を行うこととなったことを踏まえ、記載内容を修正しています。 

 

Ｐ.40 基本目標に基づく施策の展開 

○ 重点項目に資する事業について、３か年の年度別事業量を追加しています。 

また、これまでに出された意見を踏まえ、下記の２事業を追加しました。 

○ №56「特別支援学校教員の専門性の向上」（Ｐ.51） 

  区議会健康福祉委員会における、特別支援教室に関わる教員の専門性向上の取組を示し

ていく必要性があるとの意見を踏まえ、教育委員会と調整のうえ追加しています。 

○ №130「行政手続きにおけるオンライン申請の拡大」（Ｐ.66） 

  デジタル手続法の施行や新型コロナウイルス感染症拡大などに伴い、行政におけるデジ

タルトランスフォーメーションが求められており、区では、障がいがある方も含め、リス

クの低減や利便性の向上を図るため、オンライン化を進めていくことを検討しています。 

こういった状況を踏まえ、事業を追加しています。 

 

《第３部 障がい福祉計画（第６期）・障がい児福祉計画（第２期）関係》 

Ｐ.82 施設入所支援  

○ 「利用が減少傾向」、「実績が目標を下回る」との記述のみでは、地域移行が進んでいるに

も関わらず、マイナスイメージを受けるとの意見をいただいたことから、地域移行の促進に

係る記述を追加しました。 

 

《資料編関係》 

 Ｐ.107 ライフステージごとの施策の体系 

 ○ 全１３３事業について、ライフステージごとに、どのようなサービスが係わるかを整理

した表を追加しました。 
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Ｐ.113 現行計画の目標と実績 

○ 素案時点で調整中の項目について、実績を加えています。 

○ 福祉施設から一般就労への移行等に係る目標のうち、「平成 32 年度中に一般就労に移行

する者」と「就労定着支援事業による１年後の職場定着率」が目標値を下回る実績となって

います。 

○ これについては、前年度までは目標を超えていたものの、新型コロナウイルス感染症によ

る雇用環境の悪化が影響しているものと考えています。 

○ 「就労移行支援事業の利用者数」について、目標を上回る実績となっていることも踏まえ、

就労支援に注力していく必要があると考えています。 

 

P. 114 実態調査結果 

○ P.14～17 に記載した回答結果の傾向に係る関連データの抜粋を追加しました。 

○ 調査結果全体のデータについては、計画の策定に合わせ、別途、ホームページ等で公表す

る予定となっています。 

 

P. 133 サービス等事業所一覧 

 第２回策定委員会における、「区の資源としてどのようなものがあるかの掲載があるといい」

というご意見を踏まえ、東京都福祉保健局掲載のデータをベースに作成し、掲載しました。 

 

P. 138 用語集 

 ○ 用語集を追加し、本文中に初めて出た該当用語に、小さく「※」表示をしています。 

 

《その他全体》 

 ○ 軽微な文言修正や図表の修正等を行っています。 

 

３ その他 

○ 今後は、今回いただいた委員の皆様のご意見を踏まえ、２月中旬の区議会健康福祉委員

会への報告を経て計画を策定し、３月中に印刷製本まで行う予定となっています。 

○ 本計画の策定にあたりましては、計３回にわたりご議論をいただき、委員の皆様には、

毎回多数の貴重なご意見をいただきまして、誠にありがとうございました。 

○ 委員の皆様をはじめ、多くの方からいただいたご意見やご期待に応えるべく、計画の着

実な推進に努めてまいりますので、今後とも、板橋区政への変わらぬご理解・ご協力をい

ただけますよう、お願い申し上げます。 

○ 末筆ではございますが、委員の皆様におかれましては、緊急事態宣言も発令される状況

下、ご自身やご家族への感染の不安など、先の見えない状況に、大変ご心配の日々をお過

ごしのことと思います。ご自愛のほど、心よりお祈り申し上げますとともに、皆様方の

益々のご発展・ご健勝をお祈り申し上げます。 


